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   ①サイドジャンプ    左右にジャンプする      ②スクワット    右・左・座る      ③ランジ    足を前後に入れ替える      ④クロスジャンプ    パー・バツを繰り返す       ⑤ターン    ジャンプ・ジャンプ・ターン  
 
 

















































       スロージョギング            リズムジャンプ      百マス計算  数字抹消テスト    百マス計算   数字抹消テスト   Pre   56.0±21.2   22.1±8.2      51.3±21.8   20.8±5.5   Post  56.5±22.0   23.8±8.5      50.8±21.3   23.6±5.9 
***:ｐ<.001 
 
                                 スロージョギング             リズムジャンプ       百マス計算  数字抹消テスト        百マス計算   数字抹消テスト 
    Pre  52.1±21.6   22.0±6.2          56.9±22.9   22.5±6.0 







       ロージョギング            リズムジャンプ      百マス計算  数字抹消テスト    百マス計算   数字抹消テスト   Pre   56.0 21.2   22.1 8.2      51.3 21.8   20.8 5.5   Post  56.5±22.0   23.8±8.5      50.8±21.3   23.6±5.9 
***:ｐ<.001 
 
                                 スロージョギング             リズムジャンプ       百マス計算  数字抹消テスト        百マス計算   数字抹消テスト 
    Pre  52.1 21.6   22.0 6.2          56.9 22.9   22.5 6.0 

















































































































栄養因子に関する運動疫学」運動疫学研究  9, 1-15 
８）Menon V,Rivera M., White C.D, and Reiss A.L
（2000）:Dissociating prefrontal andparietal 
cortex activation during arithmetic processing. 
NeuroImage 12:357-365
抹消テストにおいても活性が続き、注意制御機能が高
まったものと推察できる。一方100マス計算は左側頭
頂葉後部において行われるため、リズムジャンプを行
う際に活性する脳部位とは異なっており、そのため
100マス計算は有意な変化を見ることができなかった
ものと推察できる。
まとめ
　小学校２、３年生78名を対象として体育の時間の始
めに、100マス計算と数字抹消テストを行ってもらっ
た。その直後にＡ群はリズムジャンプ、Ｂ群はスロー
ジョギングを10分間行い、再度２つのテストを行っ
た。実験は２回実施し、２回目はA群がスロージョギ
ング、B群がリズムジャンプを行った。リズムジャン
プとスロージョギングが100マス計算と数字抹消テス
トに与える影響を検討した結果を以下のようにまとめ
ることができた。
　（１）100マス計算はＡ群、Ｂ群とも、スロージョギ
ングとリズムジャンプのどちらの後にも有意な
変化は見られなかった。
　　　　数字抹消テストは、A群B群ともリズムジャ
ンプ後のみ有意な変化を見ることができた。
　（２）アンケート調査の結果、76.9％の児童がスロー
ジョギングよりもリズムジャンプの方が「楽し
かった」と答えた。
　（３）リズムジャンプとスロージョギングの違いは、
リズムジャンプは指定されたように手足を動か
す、音楽のテンポに合わせる、ラインを踏まな
いといった課題を同時に達成しなければなら
ず、前頭連合野が活性化されたと考えられる。
また全員で同じ動きを行うため一体感を得られ
る、音楽がある楽しさといった特徴があり、快
刺激によりドーパミンが放出され意欲の向上に
つながったと考えられる。
　　　　一方スロージョギングは、新しい状況が出現
しにくい運動である。熟練による動作の無意識
化を助けるという点で小脳が運動学習に対して
重要な役割を果たすことが示唆されている。
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